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２１世 紀 の 高 齢者 社 会 を 控え た 現 在 、独 居 老 人の 問

題 はと ても 重 要で す。現 状 の 独 居老 人 に係 る 様 々な 問

題 の中 でも 、孤 独によ る寂 し さ と い う精 神 面 の 負 担や

安 全管 理 上の 問題 が 大き い と 考え ら れ ま す。

我 々は 、こ の 観 点 か ら高 齢 者に対 し て ペ ット のよ う

に 話し 相手 にな り、安 らぎ を 与 え 、精 神 的 な スト レ ス

を 解消 する と同 時 に 生 活 の安 全 ・便 利 を サ ポ ート する

情 報を 提供で きる 器 具（ペ ット ロ ボ ット 「た ま」）を開

発し まし た 。

＜＜図 １対 話ロ ボ ット「た ま」＞＞

こ の「た ま」に は以 下 の ２つ の特 長 的な 機能 が あ り

ます。ま ず 第一 は 音 声 認 識を 用 い た マ ル チモ ーダ ル対

話処 理を用 い る こ とで 喋 っ た り 、触 った りす る こと に

よ って 動作 や 表 情を 変 えな が ら 人 と対 話で き る 機 能で

す。具 体的 には 、５単 語 の 音 声 認識 結果 、頭 部 の タッ

チセ ンサか ら の入 力 強 度 、通 信 回 線 の入 力 か ら 、音 声

出 力 、ＤＣモ ータ の 動 き 、液 晶 デ ィスプ レ イの 表示 の

３種 類を 最適 に組 み合 わせ て出 力 する と い うもの です。

こ れに よ り例え ば 、「たま」が 眠って い る 時（ス イッ

チが 切れ てい る 状態 ）に 、人 間 が「お はよ う」と 声を

掛ける と 目をじ ょぼ っ か せ た 表 情で「ぷ んぷ ん 」と 怒

りな がら 頭を 左 右 に 、両 手 を 上下 に 振 って 目 を 党 ます

（ス イッチ が入 る ）と いっ た よ うな 対 話 が で き ます。

第 二 は 、外 部 の情 報 発 信 ・看 視 セ ン ターと 電 話回 線

を 使って 情報デ ータ をや りと りで き るこ と で す 。こ れ

によ って 、セ ン ターか ら は「た ま」に 日 々の ケ ア情 報

や 掲示 板 情報と して 音声 メッセ ージ を送 り 、「たま」は

そ の メッセ ージ を対 話 しな が ら使 用 者 に 伝え る こと が

で き ます。ま た「た ま 」は 、そ の時 の 対 話 の 様子 を 看

視 情 報と し て セ ン ターヘ 戻 し ま す。た だ し 、こ の 看 視

情 報は 使用 者 が 話し た 言 葉 を 直接 送 る ので は な く、音

声 認識し た 分 類結果 の 番 号と い う間 接 的な 情 報で 送 り

ます。実 は こ こ が重 要な ポ イント で あ り、そ うし た 間

接 的な 情 報で 見る こ と によ っ て一 人 暮 らし の 老 人 の方

のプ ラ イバシ ーを 侵 害 せ ず に看 視で き る の です。

図 ,1高 齢 者用コ ミュ ニ ケーシ ョ ン支 援 器 具「た ま 」
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＜＜図 ２「た ま 」の ネ ット ワ ーク シ ス テ ム＞＞

こ の「た ま」は 、生 まれ た ば か りで 対 話 も まだ 挨拶

程度し かでき ませ ん が 、今 後 様 々な 実 証実 験 を 繰 り返

し て 改良 を加 え て い く予 定で す。

図 .2「た ま 」の ネ ット ワ ーク シ ス テ ム
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